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■キーワード／

国際協力事業団
横浜国際センターの空調設備

■キーワード／蓄熱槽・水熱源ヒートポンプエアコン・コージェネレーション

１．はじめに
本センターは，既存の“海外移住センター”および

“神奈川水産センター”の機能を統合・強化し，首都圏

におけるJICA事業の総合的な拠点の一つとするととも

に，本邦における海外移住事業の拠点として位置付け，

海外移住関係展示スペースを併設した建物である。あわ

せて情報の発信や地域住民との交流を行い，地域の国際

化に貢献することを目的としている。

また，横浜市が整備を進めている「みなとみらい21

新港地区」に建設される立地条件を生かし，国際協力に

かかわる貴重かつ膨大な資料を体系的に整理し，わが国

の国際協力の歴史・特色・教育・研究の場を広く国民に

対して提供する施設としている。とくに海外移住事業に

ついての各種資料・展示物などを展示する施設が特徴で

ある。

主な用途として，事務所・オリエンテーション室・食

堂・体育館・展示室・収蔵庫・宿泊室（108室）・地下駐

車場を設けている。

今回は，下層階の主熱源設備が深夜電力を利用した水

蓄熱システム，上層階の熱源を水熱源ヒートポンプエア

コンシステムとした事例の紹介をする。

２．建物概要
建 物 名 称　国際協力事業団　横浜国際センター

所 在 地　神奈川県横浜市中区新港町２

建 物 用 途　研修施設

構　　　造　RC造＋Ｓ造

階　　　数　地階１階，地上８階

軒　　　高　 30.4  m

敷 地 面 積　 4,471.92fl

延 床 面 積　16,084.5  fl

工　　　期　平成12年11月～平成14年６月

施　　　主　国際協力事業団

設 計 監 理　ñ梓設計

施　　　工 （建　　　築）鹿島・前田・東和建設共同企

業体

（空調・衛生）新菱・斎久建設共同企業体

（電　　　気）住友・クリハラント建設共同

企業

３．省エネルギーへの取り組み
本施設は昨今の地球環境問題を配慮し，省エネルギー

の工夫をした設計を行っている。項目として，

∏ 深夜電力利用の蓄熱システムの採用

新菱冷熱工業ñ 中央研究所　佐　藤　謙　治

写真－１　建物全景
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π 外気冷房の採用

∫ コージェネレーション排熱利用システムの採用

ª 雨水を貯留し，雑排水・植栽散水・冷却水への利用

º 太陽光発電設備の採用

Ω 屋上緑化によるヒートアイランド化防止

æ 生ゴミ処理設備

ø 照明の自動調光制御の採用

などである。

４．空調設備概要
４－１　主要機器

表－１に主要機器を示す。

４－２　熱源設備

熱源用エネルギーは，供給安定性・安全性・環境性の

点から，ガス・電気の多元エネルギー方式としている。

熱源方式は，経済性・操作性・維持管理，ならびに展

示施設の年間を通じた冷温熱源の必要性から，空気熱源

ヒートポンプチラーによる深夜電力

対応の水蓄熱システムとガス焚吸収

式冷温水発生機とを採用している。

ガスと電気が相互バックアップ可

能な複熱源方式は，相互のベストコ

ンビネーションによる高効率運転を

実現し，施設利用形態の変化にも対

応が可能である。

低層階（１階～４階）の熱源システ

ムフローを図－１に示す。地下１階

機械室に吸収式冷温水発生機・空気

熱源スクリュー熱回収ヒートポンプ

チラー・熱交換器・無圧式ボイラを

配置している。また屋上に密閉式冷

却塔・ヒートポンプチラー放熱器を

設置している。（写真－２・３）

特徴としては，地下１階ピット部

を蓄熱槽（冷水800„，温水500„）

  1ガス焚 
冷房738kW，暖房618kW （210USRT） 吸収式冷温水発生機 

  1冷房562kW，暖房484kW 
同時取出（冷）492kW，（暖）484kW　冷媒　HFC-a

スクリュー熱回収
ヒ ー ト ポ ン プ

  1発電機　32kW，排熱回収　63.8kW，
ガス　13A

ガスエンジン空気熱源
ヒートポンプエアコン 

  4総容量　70kW空 気 熱 源 ヒ ー ト  
ポ ン プ エ ア コ ン  

－ 総計　320kW 
（室内機124台，室外機61台） 

水 熱 源 ヒ ー ト  
ポ ン プ エ ア コ ン  

  1密閉式低騒音形　210RT用冷 却 塔

  1密閉式低騒音形　  60RT用 
凍結防止ヒータ冷 却 塔

25総風量　186,000„/H空 調 機

  1空気熱源式全閉密閉形レシプロ 
冷房1.5kWユニツト形空調機

93天吊隠ぺい形 
（ダブルコイル，シングルコイル） ファンコイルユニット 

台数（台） 仕　　　様機器仕様

  2ガス焚温水ヒータ　116kW，291kW温 水 ボ イ ラ

  1プレート式　65kW熱 交 換 器  

台数（台） 仕　　　様機器仕様

（衛生） 

表－１　主要機器表�

（空調） 

図－１　低層階熱源システムフロー図
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写真－２　地下１階機械室 写真－３　屋上密閉式冷却塔



― 18 ―
ヒートポンプとその応用　2003．11．No.62

―― 実施例 ――

として利用し，深夜電力を利用した水蓄熱を行い，熱源

機器容量の低減をはかっている。

高層階（５階～８階）の研修生のための宿泊室の熱源シ

ステムフローを図－２に示す。上層階の宿泊エリアと低

層階の研修エリアとは，利用形態・使用時間が異なる。

宿泊系統には，環境の異なる各国の研修者が自由に冷暖

房を利用できる水熱源ヒートポンプ方式を採用している。

４－３　空調設備

低層階の空調設備として，事務室系統には２管式の外

調機＋FCU方式を，展示室・一般収蔵庫系統には４管式

空調機を採用している。

高層階の空調設備は，宿泊室内空調として，外気処理

空調機＋水熱源ヒートポンプエアコンにて年間空調と個

別空調に対応している。熱源機（屋外

機）は宿泊室の各シャフト内に設置（写

真－４）している。熱源水の温度制御

としては，地下１階機械室設置のボイ

ラ，蓄熱温水を利用した熱交換器，屋

上設置の密閉式冷却塔により熱バラン

スをとっている。

電気室は，換気設備のほかに，温度

上昇対応として冷房専用空気熱源ヒー

トポンプエアコンを設け，生ゴミ処理

機が設置されたゴミ庫には，昼夜の室

温上昇防止として，冷房専用空気熱源

ヒートポンプエアコンを設けている。

中央監視室には空気熱源ヒートポンプ

エアコンを設置し，個別空調に対応し

ている。

屋上にガスエンジン空気熱源ヒート

ポンプエアコン（温水回収）を設置し，

地下機械室内に設置された貯湯槽用熱交換器・温水蓄熱

用熱交換器により，コージェネレーションの排熱温水を

給湯昇温・温水蓄熱昇温に利用している。

４－４　システム説明

∏ 熱源制御

熱源の制御は，負荷熱量により吸収式冷温水発生機

と蓄熱槽の運転制御を行っている。二次ポンプでは台

数制御・回転数制御・夏冬の配管バルブ切替制御を行

い，冷却塔は，冷却水往温度によるバイパス弁の比例

制御とファン発停制御を行っている。

π 熱源水制御

水熱源ヒートポンプエアコンの熱源水温度（18℃－

35℃）コントロールのために，熱源水加熱制御（ボイ

ラ・蓄熱温水），熱源水冷却制御（冷却塔）を行う。

∫ コージェネレーション排熱温度制御

コージェネレーション排熱利用制御として，給湯加

熱制御，温水蓄熱槽への蓄熱制御を行っている。

ª 中央監視装置

中央監視装置は１階中央監視室に設置し，建物の熱

源・空調・衛生設備・電気設備など各機器の管理・監

視・制御を行っている。

５．設計・施工上の留意点
蓄熱システムは，排熱回収蓄熱空調システムとし，一

日の空調負荷の一部を蓄熱槽からの放熱で賄う部分蓄熱

システムを採用しており，夏季・冬季の計画時の運転負

荷パターンを図－３・４に示す。建物特性として，年間

を通じ冷房負荷・暖房負荷が要求され，別図の夏期運転

負荷パターン（図－３）と冬期運転負荷パターン（図－４）

により，夏期は温熱，冬期は冷熱をすべて排熱利用によ

図－２　高層階熱源システムフロー図
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る蓄熱で賄っていて，蓄熱システムの有効性がはかられ

ている。

蓄熱冷水槽および温水槽は，地下ピット躯体を利用し

て断熱防水工事が施されている。図－５に蓄熱槽レイア

ウト図を示す。躯体利用のため蓄熱槽の１槽の容量は，

小容量から大容量まであり，大容量の冷水槽のみ配管に

よる改良潜り堰による成層流方式としている。連通管の

材料は塩ビ管（VU）とした。

蓄熱槽への給水は満減水警報による手動給水とし，誤

作動による蓄熱槽の満水事故を防止している。

蓄熱槽内の配管材料はSUS管フート弁（SUS）とし，絶

縁フランジにて施工している。（写真－５）

６．運転経緯
平成14年６月に完成して，夏季シーズン・冬季シー

ズンが経過した。６月末引き渡たし後，10月までの間

は建物の準備段階であったため，ほとんど無人状態であ

り，システムの検証，運転機器の最適起動などの検証が

できなかった。現在，平成15年１月からの冬季の運転

データの収集を行い，エネルギー効率を含めた最適運転

方法の検証をしている。

平成15年の夏季シーズンより安定した運転・運用が

されているため，今後の運転データ収集のなかで，ガス

と電気の相互バックアップが可能で最適な複熱源方式の

組み合わせの検証・提案に向け，取り組んでいる。

参考までに冬季の「ピーク日時刻別運転負荷変動」

（図－６）を掲載する。深夜電力利用による蓄熱量の放熱

時間と冷温水発生機の運転開始時間との見極めにより，

ランニングコスト低減につながり，効率的なエネルギー

の活用がはかれると予測している。

７．おわりに
当センターは平成14年７月に完成し，開設からちょ

うど１年が経過した。十分な運転実積・運転データが得

られていないが，トラブルもなく良好な運転を行ってい

る。今後のデータ分析・検証を行うことで，最適な運転

効率・効率的エネルギー消費などの検証・提案を行って

いく所存である。

最後に，施工・システムの検討にあたり，ご指導・ご

協力いただきました関係者の皆さまに，誌面をお借りし

まして厚くお礼申しあげます。

図－３　夏期運転負荷パターン

温水放熱量�
ガス焚追いかけ�
冷水放熱量�
温水蓄熱量�
冷水蓄熱量�
冷水蓄熱残量�
温水蓄熱残量�
再熱負荷�
冷水負荷�
�
�
�

4,000�

3,500�

3,000�

2,500�

2,000�

1,500�

1,000�

500�

0�

�

1,400�
1,200�
1,000�
800�
600�
400�
200�
0�

－200�
－400�
－600�
－800�
－1,000�

�
�

負
　
荷�

蓄
熱
残
量�

0

736736

（h）�

0
（kW）�

310

1,905

－476－476

－163－163－163－163 －36－63
－163

－163 －36 －36 －36 －36－36 －36 －36 －36 －36
－163－163 －163 －163 －163 －163

1,660
1,323

1,497
1,335

1,172
1,009 973 938 902 866 830 794 759 723

687
651 488

326
168

0

426

－476－476 736
953

310 310 380
3802,426

2,806

3,187
3,367

1,130 1,130
1,129
1,129

1,144
1,144
1,148

1,148

438
279 279

187187
310 310
182

3,081
1,024

2,689
2,296

1,906

1,109

1,515

294

704

380380
180

（kW）�1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

8,128kW

5,186kW

2,636kW

表示上  冷房負荷を＋�
　　　暖房負荷を－とした�

（h）�

0
（kW）�

時間軸�
�

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 230 1 2 3 4 5 6 7 8 9

図－４　冬期運転負荷パターン
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写真－５　SUS管フート弁（SUS）

図－５　蓄熱層レイアウト図
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図－６　冬季ピーク日時刻別運転負荷変動
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